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山形大学農学部生物環境学科森林環境資源学講座・ 全国森林組合連合会








足を 森林経営 から生産力的視点を放棄した 森林管




























































































耳 椎茸 類から，海人草に代る ムナチョーラ ま






ではその存在を確認していた ）が， （昭和 ）年
復帰 年の沖縄県の森林利用と住宅供給 ─ 菊間・比嘉・小川
度から開始された 入会林野等に係る権利関係の近代化






































（昭和 ）年以降， （平成 ）年までの 年間





（単位 面積 ，材積 ，立竹 束，率 ％）
区 分 総 数
立 木 地
竹 林






























資料 沖縄県農林水産部林務課・みどり推進課 沖縄県の林業 （平成 ）年度版より引用。





資料 琉球統計年鑑（ ）と 年センサス林業編（沖縄県）より作成。
注 ） 年の針葉樹林、広葉樹林は樹林地面積の計、伐採跡地はその他に、未立木地は無立木地に振り替えた。
）構成比の合計と内訳の値が一致しないのは四捨五入によるものである。
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図 森林分布概況図（沖縄県）





























成 ）年で全国の事業体計は ，内個人が で































復帰 年の沖縄県の森林利用と住宅供給 ─ 菊間・比嘉・小川
表 森林・林業の基本指標の推移（全国，沖縄県）
資料 各年度センサスより引用。










































山形大学紀要（農学）第 巻 第 号
．川上側の構造（木材需給と木材生産）
表 から沖縄県の木材需給の推移を見ると， （昭
和 ）年の約 万 から， （平成 ）年には 万


















材工場は （平成 ）年で 工場（内製材用動力出力
数で 以上はわずか 工場），従業員数は 人，製










和 ）年に 万 を数えた素材生産は， （昭和 ）
表 沖縄県の木材需給の推移
（単位 百 ）
資料 沖縄県農林水産部林務課・みどり推進課 沖縄の林業 （平成 ）年版より引用。
注 ）製材品については素材に換算した。 （）は製品入荷量
）その他は木炭原木及びしいたけ原木及び家具、挽物等である。（その他については （昭和 ）年より加算）
年 度 総 計
輸 入 材 移 入 材 県 産 材 自給率
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表 沖縄県の木材産業の推移


















紙 加 工 品
製 造 業
資料 沖縄県庁資料より引用。
年に 万 とピークに達し， （平成 ）年には
万 まで低下した．チップ生産も （昭和 ）年と

























推移を （昭和 ）年， （昭和 ）年，











総 数 製材用 普通丸太
原 材 料
チップ用
木炭原木しいたけ原木 その他 合 計
資料 沖縄県農林水産部林務課・みどり推進課 沖縄の林業 （平成 ）年版より引用。







法人 個人 法人 個人
構成比 ％ ％ ％ ％ ％ ％
構成比 ％ ％ ％ ％ ％ ％
資料 沖縄県庁資料より引用。
























）年の ％から， （平成 ）年の ％を底に，
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の木造率（床面積）は （昭和 ）年で ％だった
のが，着工床面積が約 倍増の中， （昭和 ）年に
は ％に減少した．一方，同時期に沖縄県では着工床







せて，その事業所数は （平成 ）年の から （平
成 ）年の に減少した．全事業所に占める構成比は
％と変化なかった．従業者数は， （平成 ）年
















































注 ）沖縄県の人口は、 年で約 万人、山形県庄内は約 万人。



























































































































































































































昭和 （ ）年代から昭和 （ ）年代には，地域
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葉樹材の利用をどう拡大するかが課題である．イタジイ













採班は 班で 名，造林班は 班（平均年齢 歳），伐










































































































公共事業の 三省協定 で林業の諸経費率が ％と，土


































（平成 ）年 月で事業協同組合の組合員は 名
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）年の 万円から 万円の事業高が， （平



















































































る 号法人）である．まず，設立の目的は第 条に こ
の組合は，組合員の農業生産についての協業を図る事を
目的にその生産性を向上させ，組合員の共同の利益を増
進する事を目的とする とされ，設立は （平成 ）
年である．











































ての事業高は 万円超であり， （平成 ）年で
はおよそ 万円になるが，その内訳はオガコ販売が
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おいて， （平成 ）年度から （平成 ）年度ま
での 年間で，届け出のあった新築住宅着工戸数は




















































































































































































































その他 有 り 無 し 棟 数

























その他 有 り 無 し 棟 数














































































































































































































邸新築は， 階床面積 坪， 階床面積
坪，延べ床面積 坪で，一般下地材
石 石，造作材 石 石，計 石 石と
なり，坪当たり石数は 石 石となる．
邸新築は 階床面積 坪， 階床面積
坪，延べ床面積 坪，一般下地材は 石
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ラを 反戦地主・島袋善祐が歩いた道 ． ．
高文研．東京
同注 ．
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